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先月全ての田植えが終わり慌ただしかっ

た春も今は一段落しています。近頃は日

中の気温が真夏の様に暑く、植えられた

ばかりの幼い稲たちには少し暑すぎるよ

うですので深めの水管理で暑さを和らい

でいます。今後は草刈りが主な仕事と

なっていきますが暑さに負けず今年も美

味しいお米を届けるべく努めていきます。

水路に溜まった泥や葉っぱ等を

かき出し掃除をします（井出さら

い）。田んぼでは土の壁を作り、

ヒビ割れやモグラ等が開けた穴

から水が漏れないようにします

（あぜ塗り）。

1. 井出さらい・あぜ塗り

育苗トレーに種をまき、ある程度成

長するまでビニールハウスで苗を

育てます。その後、外気にさらして

強い苗にしていきます。お米の出

来は苗によって大きく変わりますの

で重要な作業です。

2. 育苗（いくびょう）

水を張る前にトラクターを使って土

を掘り起こし（荒代）、海藻肥料を撒

いて土に混ぜます。その後水を

張って土を細かく砕き混ぜて、土の

表面を平にして苗がむらなく成育す

るようにします（上代）。

3.代かき (荒代・上代）

田植えは苗を育てた場所から本来

の水田に移植する形をとります。基

本的に機械を利用し、手の届かな

いところは手植えをしていきます。

その後、非常に重要な水管理を毎

日天気を見ながら行ないます。

4月〜5月の作業内容

水田オーナーズクラブ 鳥取県日野郡日南町生山402-7 www.suiden.jp

あぜ塗り 上代 田植え

4. 田植え・水の管理

育苗

あらしろ うわしろ

バードライフファーム

オーナー バードライフ・インターナショナル東京

水田面積 27.20アール（約823坪)

保証量 玄米1224kg

形態・品種 特別栽培コシヒカリ

ブランド 米風土「海」

Co2回収 約2720kg


